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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物からの体液と共に使用するインライン式貯蔵パウチにおいて、前記インライン式貯
蔵パウチが：
　第１の壁、第２の壁、および仕切り壁を含み、それにより、第１のチャンバーおよび第
２のチャンバーを有する内部空間が形成される可撓性のパウチ本体であって、近位端部お
よび遠位端部を有する可撓性のパウチ本体と；
　前記第１のチャンバー内に配置された第１のマニホールディング材と；
　前記第２のチャンバー内に配置された流体貯蔵材と；
　前記近位端部において前記可撓性のパウチ本体に結合されたパウチコネクタであって、
前記動物から受け取った流体を前記第２のチャンバーに流体的に結合し、かつ減圧源から
受けた減圧を前記第１のチャンバーに流体的に結合するパウチコネクタと
を含み、
　前記可撓性のパウチ本体の前記仕切り壁は、近位端部および遠位端部を有し、および前
記仕切り壁の前記近位端部は、前記パウチコネクタの一部分を受け入れる滲出液孔を有し
、および前記仕切り壁の前記遠位端部は、前記第２のチャンバーから前記第１のチャンバ
ーへの流体の流れを可能にする戻し孔を有することを特徴とする、インライン式貯蔵パウ
チ。
【請求項２】
　請求項１に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、前記パウチコネクタが：
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　前記動物からの前記流体を受け入れる吸込ポート、および前記動物からの前記流体を排
出する出口を有する滲出液チャンバーを備えて形成されたコネクタ本体であって；
　　前記コネクタ本体はまた、流体を受け入れる吸込ポート、および流体を排出する出口
ポートを有する減圧チャンバーを備えて形成され、前記減圧チャンバーの前記出口ポート
は、前記減圧源から減圧を受け取るためのものであり；
　　前記滲出液チャンバーおよび減圧チャンバーが、前記パウチコネクタ内で互いに流体
的に分離されている、コネクタ本体と；
　前記出口ポートおよび前記第２のチャンバーに流体的に結合されて、前記滲出液チャン
バーから前記第２のチャンバーへ前記流体を送るディスプレイスメント導管と
を含み、
　前記減圧チャンバーの前記吸込ポートは前記第１のチャンバーに流体的に結合されて、
前記第１のチャンバーに減圧を送ることを特徴とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項３】
　請求項２に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、前記パウチコネクタが、さらに、
前記減圧チャンバーの前記吸込ポートに近接した前記コネクタ本体に複数のオフセットを
含むことを特徴とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項４】
　請求項２に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、前記滲出液チャンバーの前記吸込
ポートが、前記減圧チャンバーの前記出口ポートに実質的に平行していることを特徴とす
る、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項５】
　請求項４に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、前記可撓性のパウチ本体の長手方
向軸が、前記滲出液チャンバーの前記吸込ポートの軸に実質的に平行していることを特徴
とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項６】
　請求項２に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、前記滲出液チャンバーの前記吸込
ポートがチューブコネクタを含み、および前記減圧チャンバーの前記出口ポートがチュー
ブコネクタを含むことを特徴とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項７】
　請求項１に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、さらに、前記仕切り壁に形成され
た前記戻し孔を被覆する第１の疎水性フィルタを含むことを特徴とする、インライン式貯
蔵パウチ。
【請求項８】
　請求項１に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、前記インライン式貯蔵パウチが、
さらに、前記流体貯蔵材を囲む第１のウィッキング部材および第２のウィッキング部材を
含むことを特徴とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項９】
　請求項１に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、さらに第２のマニホールディング
材を含み、前記第２のマニホールディング材が前記第２のチャンバーに配置されているこ
とを特徴とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項１０】
　請求項１に記載のインライン式貯蔵パウチにおいて、
　前記パウチコネクタが：
　前記動物からの前記流体を受け入れる吸込ポートおよび前記動物からの前記流体を排出
する出口を有する滲出液チャンバーを備えて形成されたコネクタ本体であって、
　　前記コネクタ本体はまた、流体を受け入れる吸込ポートおよび流体を排出する出口ポ
ートを有する減圧チャンバーを備えて形成され、前記減圧チャンバーの前記出口ポートは
、前記減圧源から減圧を受けるためのものであり、
　　前記滲出液チャンバーおよび減圧チャンバーが、前記コネクタ内で互いに流体的に分
離されている、コネクタ本体と
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　前記出口ポートおよび前記第２のチャンバーに流体的に結合され、前記滲出液チャンバ
ーから前記第２のチャンバーへ前記流体を送るディスプレイスメント導管と、
　前記減圧チャンバーの前記吸込ポートに近接した前記コネクタ本体上の複数のオフセッ
トと、
　前記仕切り壁に形成された前記戻し孔を被覆する第１の疎水性フィルタと；
　前記第２のチャンバー内に配置される第２のマニホールディング材と
を含み、
　前記減圧チャンバーの前記吸込ポートが前記第１のチャンバーに流体的に結合され、前
記第１のチャンバーに減圧を送り、
　前記滲出液チャンバーの前記吸込ポートは前記減圧チャンバーの前記出口ポートに実質
的に平行しており、
　前記可撓性のパウチ本体の長手方向軸は前記滲出液チャンバーの前記出口の軸に実質的
に垂直であり；
　前記インライン式貯蔵パウチは、さらに、前記流体貯蔵材を囲む第１のウィッキング部
材および第２のウィッキング部材を含むことを特徴とする、インライン式貯蔵パウチ。
【請求項１１】
　動物からの体液と共に使用するインライン式貯蔵パウチの製造方法において、
　第１の壁、第２の壁、および仕切り壁を有し、それにより、第１のチャンバーおよび第
２のチャンバーを有する内部空間が形成される可撓性のパウチ本体を形成するステップで
あって、前記可撓性のパウチ本体が近位端部および遠位端部を有するステップと；
　前記第１のチャンバー内に第１のマニホールディング材を配置するステップと；
　前記第２のチャンバー内に流体貯蔵材を配置するステップと；
　前記近位端部において前記可撓性のパウチ本体にパウチコネクタを結合するステップで
あって、前記パウチコネクタは、前記動物からの流体を前記第２のチャンバーに流体的に
結合し、かつ減圧源から受けた減圧を前記第１のチャンバーに流体的に結合し；
　　前記可撓性のパウチ本体の前記仕切り壁は近位端部および遠位端部を有するステップ
と；
　前記仕切り壁の前記近位端部に近接して滲出液孔を形成するステップと；
　前記滲出液孔を通して前記パウチコネクタの一部分を配置するステップと；
　前記滲出液孔を通って延在する前記パウチコネクタの部分に対して前記仕切り壁を封止
するステップと；
　前記仕切り壁の前記遠位端部に近接して戻し孔を形成し、前記第２のチャンバーから前
記第１のチャンバーへの流体の流れを可能にするステップと
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法において、
　前記パウチコネクタが：
　前記動物からの前記流体を受け入れる吸込ポートおよび前記動物からの前記流体を排出
する出口を有する滲出液チャンバーを備えて形成されたコネクタ本体であって、
　　前記コネクタ本体はまた、流体を受け入れる吸込ポートおよび流体を排出する出口ポ
ートを有する減圧チャンバーを備えて形成され、前記減圧チャンバーの前記出口ポートは
、前記減圧源から減圧を受けるためのものであり、
　　前記滲出液チャンバーおよび減圧チャンバーが前記コネクタ内で互いに流体的に分離
されている、コネクタ本体と、
　前記出口ポートおよび前記第２のチャンバーに流体的に結合されて、前記滲出液チャン
バーから前記第２のチャンバーへ前記流体を送るディスプレイスメント導管と
を含み；
　前記減圧チャンバーの前記吸込ポートを前記第１のチャンバーに流体的に結合して、前
記第１のチャンバーに減圧を送ることを特徴とする、方法。
【請求項１３】
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　請求項１２に記載の方法において、さらに、前記減圧チャンバーの前記吸込ポートに近
接した前記コネクタ本体上に複数のオフセットを形成することを含むことを特徴とする、
方法。
【請求項１４】
　人間を除く動物からの液体の処理方法において、
　インライン式貯蔵パウチを提供するステップであって、前記インライン式貯蔵パウチが
：
　　第１の壁、第２の壁、および仕切り壁を含み、それにより、第１のチャンバーおよび
第２のチャンバーを有する内部空間が形成される可撓性のパウチ本体であって、近位端部
および遠位端部を有する可撓性のパウチ本体、
　　前記第１のチャンバー内に配置された第１のマニホールディング材、
　　前記第２のチャンバー内に配置された流体貯蔵材、
　　前記近位端部において前記可撓性のパウチ本体に結合されたパウチコネクタであって
、前記動物から受け取った流体を前記第２のチャンバーに流体的に結合し、かつ減圧源か
ら受けた減圧を前記第１のチャンバーに流体的に結合するパウチコネクタ
を含むステップと、
　前記パウチコネクタに減圧を送るステップと；
　前記パウチコネクタに前記液体を送るステップと；
　前記第２のチャンバーにおいて前記流体貯蔵材に前記液体を保持するステップと；
　前記第１のチャンバーから前記第２のチャンバーへ減圧を流動させるステップと
を含み、
　前記可撓性のパウチ本体の前記仕切り壁が近位端部および遠位端部を有し、および前記
仕切り壁の前記近位端部が、前記パウチコネクタの一部分を受け入れる滲出液孔を有し、
および前記仕切り壁の前記遠位端部が、前記第２のチャンバーから前記第１のチャンバー
への流体の流れを可能にする戻し孔を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の人間を除く動物からの液体の処理方法において、前記パウチコネク
タが：
　前記動物からの前記流体を受け入れる吸込ポートおよび前記流体を排出する出口を有す
る滲出液チャンバーを備えて形成されたコネクタ本体であって；
　　前記コネクタ本体はまた、流体を受け入れる吸込ポートおよび流体を排出する出口ポ
ートを有する減圧チャンバーを備えて形成され、前記減圧チャンバーの前記出口ポートは
、前記減圧源から減圧を受けるためのものであり；
　　前記滲出液チャンバーおよび減圧チャンバーは、前記コネクタ内で互いに流体的に分
離されている、コネクタ本体と；
　前記出口ポートおよび前記第２のチャンバーに流体的に結合され、前記滲出液チャンバ
ーから前記第２のチャンバーへ前記流体を送るディスプレイスメント導管と
を含み、および
　前記減圧チャンバーの前記吸込ポートが前記第１のチャンバーに流体的に結合されて、
前記第１のチャンバーに減圧を送ることを特徴とする、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本発明は、３５　ＵＳＣ　§　１１９（ｅ）下において、２０１１年１０月５日出願の
米国仮特許出願第６１／５４３，５５８号明細書（「ＩＮＬＩＮＥ　ＳＴＯＲＡＧＥ　Ｐ
ＯＵＣＨＥＳ　ＦＯＲ　ＵＳＥ　ＷＩＴＨ　ＢＯＤＹ　ＦＬＵＩＤＳ」）（この文献をあ
らゆる点において本願明細書に援用する）；および２０１１年８月３１日出願の米国仮特
許出願第６１／５２９，７０９号明細書（「ＥＶＡＰＯＲＡＴＩＶＥ　ＦＬＵＩＤ　ＰＯ
ＵＣＨ　ＡＮＤ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＦＯＲ　ＵＳＥ　ＷＩＴＨ　ＢＯＤＹ　ＦＬＵＩＤＳ
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」）（この文献をあらゆる目的のために本願明細書に援用する）の利益を主張する。
【０００２】
　本開示は、概して、滲出液などの液体を生成する組織部位を治療しかつ体液を処理する
ための治療システムに関する。より詳細には、限定されるものではないが、本開示は、動
物からの液体を受け入れて貯蔵するためのインライン式貯蔵パウチ、システム、および方
法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　創傷のケアは、治癒過程において重要である。創傷は、かなりの量の液体、例えば滲出
液を生じることが多い。医療用ドレッシングは、創傷からの液体の生成に対処するために
、創傷のケアにおいて使用されることが多い。適切に対処しないと、創傷の液体が、創傷
においてまたその付近で感染または浸軟を引き起こし得る。本明細書を通して、「または
」は相互排他性である必要はない。創傷ドレッシングは単独で使用してもよいし、または
組織部位に減圧を行う態様として使用してもよい。
【０００４】
　臨床試験および実習から、組織部位に近接して減圧をもたらすことによって、組織部位
における新しい組織の成長を増強および加速することが示されている。この現象の適用は
多数あるが、減圧を行うことは、創傷の治療においてかなり成功している。この治療（医
学界では「陰圧閉鎖療法」、「減圧療法」、または「真空療法」と呼ばれることが多い）
はいくつもの利点を提供し、それら利点には、迅速な治癒や肉芽組織の形成加速化が含ま
れる。
【発明の概要】
【０００５】
　例示的な実施形態によれば、動物からの体液と共に使用するインライン式貯蔵パウチは
、内部空間を有する可撓性のパウチ本体と、内部空間に配置された流体貯蔵材と、第１の
ポートとを含む。本明細書では、用語「動物」はヒトを含むことを理解されたい。第１の
ポートは、可撓性のパウチ本体に形成され、かつ可撓性のパウチ本体から動物まで延在す
る第１のマルチルーメン導管に接続するように構成される。第１のマルチルーメン導管は
、少なくとも１つの感知ルーメンおよび少なくとも１つの減圧ルーメンを有する。インラ
イン式貯蔵パウチはまた、可撓性のパウチ本体に形成された第２のポートを含む。第２の
ポートは、可撓性のパウチ本体から減圧源まで延在する第２のマルチルーメン導管に流体
的に接続するように構成されている。第２のマルチルーメン導管は、少なくとも１つの感
知ルーメンおよび少なくとも１つの減圧ルーメンを有する。
【０００６】
　インライン式貯蔵パウチはまた、可撓性のパウチ本体の内部空間に配置されかつそこか
ら流体的に分離された第１のバイパス導管を含む。第１のバイパス導管は、第１の端部お
よび第２の端部を有する。第１のバイパス導管の第１の端部は、第１のマルチルーメン導
管の少なくとも１つの感知ルーメンに流体的に結合される。第１のバイパス導管の第２の
端部は、第２のマルチルーメン導管の少なくとも１つの感知ルーメンに流体的に結合され
る。第１のポートは患者ポートインターフェースとし得る。第２のポートは装置ポートイ
ンターフェースとし得る。
【０００７】
　別の例示的な実施形態によれば、減圧を用いて動物の組織部位を治療するシステムは、
組織部位に減圧をもたらすために、組織部位に近接して配置する創傷ドレッシングを含む
。創傷ドレッシングは減圧インターフェースを有する。減圧インターフェースは、減圧供
給導管および圧力評価導管を含む。システムは、さらに、インライン式貯蔵パウチと、第
１のマルチルーメン導管と、第２のマルチルーメン導管とを含む。第１のマルチルーメン
導管は、少なくとも１つの感知ルーメンおよび少なくとも１つの減圧ルーメンを有する。
第１のマルチルーメン導管の少なくとも１つの感知ルーメンは、減圧インターフェースの
圧力評価導管に流体的に結合される。第１のマルチルーメン導管の少なくとも１つの減圧
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ルーメンは、減圧供給導管に流体的に結合される。
【０００８】
　インライン式貯蔵パウチは、内部空間を有する可撓性のパウチ本体と、内部空間に配置
された流体貯蔵材と、第１のマルチルーメン導管に接続するように構成された、可撓性の
パウチ本体に形成された第１のポートと、可撓性のパウチ本体に形成された第２のポート
とを含む。第２のポートは、可撓性のパウチ本体から減圧源まで延在する第２のマルチル
ーメン導管に流体的に結合するように構成される。第２のマルチルーメン導管は、少なく
とも１つの感知ルーメンおよび少なくとも１つの減圧ルーメンを有する。インライン式貯
蔵パウチはまた、可撓性のパウチ本体の内部空間に配置されかつそこから流体的に分離さ
れた第１のバイパス導管を含む。バイパス導管は、第１の端部および第２の端部を有する
。バイパス導管の第１の端部は、第１のマルチルーメン導管の少なくとも１つの感知ルー
メンに流体的に結合される。バイパス導管の第２の端部は、第２のマルチルーメン導管の
少なくとも１つの感知ルーメンに流体的に結合される。
【０００９】
　システムはまた、減圧源と、第１の圧力感知ユニットとを含む。第２のマルチルーメン
導管の少なくとも１つの減圧ルーメンは減圧源に流体的に結合される。第２のマルチルー
メン導管の少なくとも１つの感知ルーメンは、第１の圧力感知装置に流体的に結合される
。
【００１０】
　別の例示的な実施形態によれば、動物からの液体を貯蔵する方法は、インライン式貯蔵
パウチを提供するステップを含む。インライン式貯蔵パウチは、内部空間を有する可撓性
のパウチ本体と、内部空間に配置された流体貯蔵材と、第１のポートとを含む。第１のポ
ートは可撓性のパウチ本体に形成される。第１のポートは、可撓性のパウチ本体から動物
まで延在する第１のマルチルーメン導管に接続するように構成される。第１のマルチルー
メン導管は、少なくとも１つの感知ルーメンおよび少なくとも１つの減圧ルーメンを有す
る。
【００１１】
　インライン式貯蔵パウチはまた、可撓性のパウチ本体に形成された第２のポートを含む
。第２のポートは、可撓性のパウチ本体から減圧源まで延在する第２のマルチルーメン導
管に流体的に接続するように構成される。第２のマルチルーメン導管は、少なくとも１つ
の感知ルーメンおよび少なくとも１つの減圧ルーメンを有する。インライン式貯蔵パウチ
はまた、可撓性のパウチ本体の内部空間に配置されかつそこから流体的に分離された第１
のバイパス導管を含む。第１のバイパス導管は第１の端部および第２の端部を有する。第
１のバイパス導管の第１の端部は、第１のマルチルーメン導管の少なくとも１つの感知ル
ーメンに流体的に結合される。第１のバイパス導管の第２の端部は、第２のマルチルーメ
ン導管の少なくとも１つの感知ルーメンに流体的に結合される。
【００１２】
　この方法はまた、第１のマルチルーメン導管の少なくとも１つの減圧ルーメンを動物に
結合して、動物から液体を受け取るステップと、第１のマルチルーメン導管の少なくとも
１つの感知ルーメンを動物に結合して、動物から、液体が除去される箇所の近傍の圧力を
受けるステップとを含む。この方法はまた、第２のマルチルーメン導管の少なくとも１つ
の減圧ルーメンに減圧をもたらすステップと、第２のマルチルーメン導管の少なくとも１
つの感知ルーメンを圧力感知ユニットに結合するステップとを含む。
【００１３】
　別の例示的な実施形態によれば、動物からの体液と共に使用するインライン式貯蔵パウ
チは可撓性のパウチ本体を含み、可撓性のパウチ本体は、第１の壁、第２の壁、および仕
切り壁を有し、それにより内部空間が形成される。内部空間は、第１のチャンバーおよび
第２のチャンバーを有する。可撓性のパウチ本体は、近位端部および遠位端部を有する。
インライン式貯蔵パウチはまた、第１のチャンバー内に配置された第１のマニホールディ
ング材（ｍａｎｉｆｏｌｄｉｎｇ　ｍａｔｅｒｉａｌ）と、第２のチャンバー内に配置さ
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れた流体貯蔵材とを含む。インライン式貯蔵パウチは、さらに、近位端部において可撓性
のパウチ本体に結合されたパウチコネクタを含む。パウチコネクタは、動物から受け取っ
た流体を第２のチャンバーに流体的に結合し、かつ減圧源から受けた減圧を第１のチャン
バーに流体的に結合する。可撓性のパウチ本体の仕切り壁は近位端部および遠位端部を有
し、および仕切り壁の近位端部は、パウチコネクタの一部分を受け入れる滲出液孔を有す
る。仕切り壁の遠位端部は、第２のチャンバーから第１のチャンバーへの流体の流れを可
能にする戻し孔を有する。
【００１４】
　別の例示的な実施形態によれば、インライン式貯蔵パウチと共に使用するためのパウチ
コネクタは、動物からの流体を受け入れる吸込ポートおよび流体を排出する出口を有する
滲出液チャンバーを備えて形成されたコネクタ本体を含む。コネクタ本体はまた、流体を
受け入れる吸込ポートおよび流体を排出する出口ポートを有する減圧チャンバーを備えて
形成される。減圧チャンバーの出口ポートは、減圧源からの減圧を受けるためのものであ
る。滲出液チャンバーおよび減圧チャンバーは、パウチコネクタ内で互いに流体的に分離
されている。パウチコネクタはまた、滲出液チャンバーの出口ポートに流体的に結合され
て滲出液チャンバーからインライン式貯蔵パウチの一部分へ流体を送るディスプレイスメ
ント（ｄｉｓｐｌａｃｅｍｅｎｔ）導管を含む。減圧チャンバーの吸込ポートは、インラ
イン式貯蔵パウチの別の部分に流体的に結合され、そこに減圧を送る。
【００１５】
　別の例示的な実施形態によれば、動物からの体液と共に使用するインライン式貯蔵パウ
チの製造方法は、可撓性のパウチ本体を形成するステップであって、可撓性のパウチ本体
が、第１の壁、第２の壁、および仕切り壁を有し、それにより、第１のチャンバーおよび
第２のチャンバーを有する内部空間を形成するステップを含む。可撓性のパウチ本体は、
近位端部および遠位端部を有する。この方法は、さらに、第１のチャンバー内に第１のマ
ニホールディング材を配置するステップと、第２のチャンバー内に流体貯蔵材を配置する
ステップと、パウチコネクタを近位端部において可撓性のパウチ本体に結合するステップ
とを含む。パウチコネクタは、動物からの流体を第２のチャンバーに流体的に結合し、か
つ減圧源から受けた減圧を第１のチャンバーに流体的に結合する。可撓性のパウチ本体の
仕切り壁は、近位端部および遠位端部を有する。この方法は、さらに、仕切り壁の近位端
部に近接して滲出液孔を形成するステップと、滲出液孔を通してパウチコネクタの一部分
を配置するステップと、仕切り壁の遠位端部に近接して戻し孔を形成して、第２のチャン
バーから第１のチャンバーへの流体の流れを可能にするステップとを含む。
【００１６】
　例示的な実施形態の他の態様、特徴、および利点は、以下の図面および詳細な説明を参
照して明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、インライン式貯蔵パウチに液体を貯蔵することを含む、減圧を用いて動
物の組織部位を治療する例示的なシステムの概略的な斜視図である。
【図２】図２は、インライン式貯蔵パウチに液体を貯蔵することを含む、減圧を用いて動
物の組織部位を治療する例示的なシステムの、一部分を断面で示しおよび一部分を平面図
で示す概略図である。
【図３】図３は、例示的な患者ポートインターフェースの概略的な立面図である。
【図４】図４は、図３の患者ポートインターフェースのパウチ対面側面を示す概略的な斜
視図である。
【図５】図５は、装置ポートインターフェースの例示的な実施形態の第１の側面（パウチ
対面側面の反対側）を示す概略的な斜視図である。
【図６】図６は、図５の装置ポートインターフェースの例示的な実施形態の第２のパウチ
対面側面の概略的な平面図である。
【図７】図７は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取った、インライン式貯蔵パウチの例示
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的な実施形態の概略的な断面である。
【図８】図８は、線Ａ－Ａに平行して取りかつ任意選択的な流体連通ボタンを通る、図２
に示すインライン式貯蔵パウチの例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図９】図９は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取った、インライン式貯蔵パウチの別の
例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図１０】図１０は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取った、インライン式貯蔵パウチの
別の例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図１１】図１１は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取った、インライン式貯蔵パウチの
別の例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図１２】図１２は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取った、インライン式貯蔵パウチの
別の例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図１３】図１３は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取った、インライン式貯蔵パウチの
別の例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図１４】図１４は、図２に示す、線Ａ－Ａに沿って取り、かつ動物上に示す、インライ
ン式貯蔵パウチの別の例示的な実施形態の概略的な断面である。
【図１５】図１５は、インライン式貯蔵パウチの例示的な実施形態の概略的な平面図であ
る。
【図１６】図１６は、とりわけ、減圧表示部の概略的な斜視図である。
【図１７】図１７Ａは、拡張位置で示す図１２の減圧表示部の概略的な立面図である。図
１７Ｂは、収縮位置にある図１２の減圧表示部の一部分の概略的な立面図である。
【図１８】図１８は、インライン式貯蔵パウチの例示的な実施形態の概略的な平面図であ
る。
【図１９】図１９は、インライン式貯蔵パウチの例示的な実施形態の概略的な平面図であ
る。
【図２０】図２０は、インライン式貯蔵パウチの例示的な実施形態の概略的な平面図であ
る。
【図２１】図２１は、インライン式貯蔵パウチに液体を貯蔵することを含む、減圧を用い
て動物の組織部位を治療する例示的なシステムにおいて、マイクロプロセッサを使用して
実行され得るステップの概略的で例示的なフロー図である。
【図２２】図２２は、図１に示すものなどのシステムと共に使用するための、例示的なイ
ンライン式貯蔵パウチの概略的な斜視図である。
【図２３】図２３は、図２２のインライン式貯蔵パウチの概略的な断面図である。
【図２４】図２４は、図２２～２３のインライン式貯蔵パウチの概略的な分解斜視図であ
る。
【図２５】図２５は、図２１～２４に示すパウチコネクタの例示的な実施形態の概略的な
立面図である。
【図２６】図２６は、図２５のパウチコネクタの概略的な断面図である。
【図２７】図２７は、主に図２５～２６のパウチコネクタの第２の組織対面側面を示す概
略的な斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下の例示的な非限定的な実施形態の詳細な説明では、その一部をなす添付図面を参照
する。これらの実施形態を、当業者が本発明を実施できるのに十分な程度、詳細に説明し
、ならびに、本発明の趣旨または範囲から逸脱せずに、他の実施形態を使用し得ること、
および論理的な構造的、機械的、電気的、および化学的な変更がなされ得ることが理解さ
れる。当業者が、本明細書で説明する実施形態を実施できるようにするのに必要ではない
詳細に関する説明を避けるために、当業者に公知の特定の情報に関する説明を省略し得る
。それゆえ、以下の詳細な説明は限定ととられるべきではなく、例示的な実施形態の範囲
は、添付の特許請求の範囲によってのみ定義される。
【００１９】
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　ここで図面、初めに図１～７を参照すると、減圧を用いて動物１０４（図示の通りヒト
を含むとみなされる）の組織部位１０２を治療するシステム１００の例示的な実施形態が
示されている。システム１００はインライン式貯蔵パウチ１０６を含む。システム１００
は、ヒトの上にあるように示しているが、システム１００は、任意の動物１０４、例えば
、馬、牛、犬、豚、亀などで使用し得る。システム１００は、創傷ドレッシング１０８（
または他の受液装置）と、インライン式貯蔵パウチ１０６と、減圧源１１２を含む治療ユ
ニット１１０とを含む。液体がインライン式貯蔵パウチ１０６に送られて、貯蔵される。
液体は、減圧を使用して動物１０４から除去される。液体は、組織部位１０２、例えば、
創傷部位からのものであるが、オストミーバッグまたは別の源からのものとしてもよい。
【００２０】
　システム１００は、使用者が、インライン式貯蔵パウチ１０６の重さと治療ユニット１
１０の重さとを動物の異なる位置に位置決めできるようにし得る。換言すると、図１で示
すように、システム１００の構成要素の重さを異なる位置に分配し得る。それゆえ、イン
ライン式貯蔵パウチ１０６は、動物１０４の一部分、例えば脚に、ひも１０７（または他
の取付装置）を使用して結び付けられ得る。同時に、治療ユニット１１０は、ひも１１１
を使用して動物１０４の別の位置、例えば胴に取り付けられ得る。
【００２１】
　インライン式貯蔵パウチ１０６は可撓性である。可撓性があることによって、インライ
ン式貯蔵パウチ１０６は、動物の体の一部分に適合でき、それにより、安全性および快適
性が高まる。そのうえ、インライン式貯蔵パウチ１０６に可撓性があることによって、イ
ンライン式貯蔵パウチ１０６を狭い空間に保管することができる。インライン式貯蔵パウ
チ１０６は、液体を収集するために使用されてきた剛性のキャニスターと比べると、比較
的製造が容易である。さらに、インライン式貯蔵パウチ１０６をヒト以外の動物で使用す
るとき、可撓性は、動物が表面に衝突するときまたは転がるときの傷害を防止するように
支援し得る。
【００２２】
　図２に最もよく示すように、組織部位１０２の創傷１０３は表皮１１４を通って真皮１
１６に至る。創傷ドレッシング１０８は組織部位１０２、例えば創傷１０３に配置され、
および組織部位１０２からの流体を受けるように動作可能である。創傷ドレッシング１０
８は、患者からの流体を受けるための任意のタイプのドレッシングとし得るが、創傷イン
ターフェースマニホールド１１８およびドレープ１２０を備えるドレッシングとして示す
。創傷ドレッシング１０８は、創傷が含まれるか否かに関わらず液体を収集する任意の装
置とし得る。例えば、例示的な一実施形態では、創傷ドレッシング１０８は、オストミー
バッグから液体を除去する装置とし得る。しかしながら、一般に、創傷ドレッシング１０
８は、創傷１０３から液体を除去するためのものである。組織部位１０２からの、液体を
含む流体は、減圧インターフェース１２２を通って第１のマルチルーメン導管１２４に送
られる。第１のマルチルーメン導管１２４は、インライン式貯蔵パウチ１０６に流体的に
結合される。
【００２３】
　減圧インターフェース１２２は、減圧供給導管１２６および圧力評価導管１２８を含む
。減圧供給導管１２６は、第１のマルチルーメン導管１２４の減圧ルーメン１３０に流体
的に結合される。圧力評価導管１２８は、第１のマルチルーメン導管１２４の感知ルーメ
ン１３２に流体的に結合される。例示的な一実施形態では、減圧インターフェース１２２
は、ＫＣＩ（Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可能なＴ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（
登録商標）ＰａｄまたはＳｅｎｓａ　Ｔ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標）Ｐａｄである。減圧
インターフェース１２２は、少なくとも２つの機能を果たすことができる任意の装置とし
得る：（１）減圧ルーメン１３０を創傷ドレッシング１０８に流体的に結合して、所望の
領域に減圧を送る機能、および（２）感知ルーメン１３２を、ドレープ１２０によって形
成された密閉空間に流体的に結合する機能。
【００２４】
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　第１のマルチルーメン導管１２４は、第１のポート１３３においてインライン式貯蔵パ
ウチ１０６に結合される。第１のポート１３３は、可撓性のパウチ本体１３８に形成され
る（それに結合されることを含む）。可撓性のパウチ本体１３８は、第１の側面１３９と
、第２の動物対面側面１４１とを有する。第１のポート１３３は、いずれの側面１３９、
１４１に形成してもよいが、第２の動物対面側面１４１にあるとして示す。
【００２５】
　第１のポート１３３は、少なくとも結合機能を果たす任意の装置とし得る。第１に、第
１のポート１３３は、第１のマルチルーメン導管１２４の減圧ルーメン１３０を可撓性の
パウチ本体１３８の内部空間１３６（図７参照）に流体的に結合する。第２に、第１のポ
ート１３３は、第１のマルチルーメン導管１２４の感知ルーメン１３２を第１のバイパス
導管１４０に流体的に結合する。第１のバイパス導管１４０は、可撓性のパウチ本体１３
８の内部空間１３６に形成されているが、内部空間１３６から流体的に分離されている。
例えば、限定されるものではないが、第１のポート１３３は、患者ポートインターフェー
ス１３４とし得る。
【００２６】
　ここで主に図３～４を参照すると、患者ポートインターフェース１３４の例示的な実施
形態が示されている。患者ポートインターフェース１３４は、第１の側面１４４と第２の
パウチ対面側面１４６とを有する患者ポート本体１４２を含む。患者ポート本体１４２は
また、第１のマルチルーメン導管１２４の少なくとも１つの減圧ルーメン１３０と番える
ようなサイズにされかつそのように構成された第１の中空の取付用コネクタ１４８を含む
。第１の中空の取付用コネクタ１４８は、患者ポート本体１４２に形成された第１の流体
出口１５０に流体的に結合される。患者ポートインターフェース１３４は、可撓性のパウ
チ本体１３８の第１の側面１３９または第２の動物対面側面１４１のいずれかに結合され
得る。
【００２７】
　患者ポート本体１４２はまた、第１のマルチルーメン導管１２４の少なくとも１つの感
知ルーメン１３２と番えるようなサイズにされかつそのように構成された第２の中空の取
付用コネクタ１５２を含む。第２の中空の取付用コネクタ１５２は、第２のパウチ対面側
面１４６の第１の圧力感知用コネクタ１５４に流体的に結合される。第１の圧力感知用コ
ネクタ１５４は、第１のバイパス導管１４０の第１の端部に流体的に結合される。第１の
圧力感知用コネクタ１５４は、第２のパウチ対面側面１４６の表面に対し実質的に平行と
し、かつ導管用チャネル１５６を含み得る。患者ポート本体１４２の第２のパウチ対面側
面１４６には、流動空間１６０を設けるために第１の複数のオフセット１５８が形成され
ている。流動空間１６０があることにより、減圧によって流体を移動させるための空間を
確保する。換言すると、流動空間１６０は、流体が膨張して流体貯蔵材２０４または内部
空間１３６の他の部分へ多岐に分岐する（ｍａｎｉｆｏｌｄ）ための空間を提供する。
【００２８】
　ここで主に図１～４を参照して説明すると、矢印１６３で示すように、流体は、圧力差
によって第１の流体出口１５０からインライン式貯蔵パウチ１０６の内部空間１３６を横
切って第２のポート１６２まで動く。流体は、第２のポート１６２から減圧が引き出され
るにつれ、内部空間１３６にわたって分配される。第２のポート１６２は、内部空間１３
６を第２のマルチルーメン導管１６６の第２の減圧ルーメン１６４に流体的に結合する。
第２のポート１６２は、可撓性のパウチ本体１３８の第１の側面１３９に結合されている
状態で示す。第２のポート１６２はまた、第２の動物対面側面１４１に形成されてもよい
。一般に、第１のポート１３３および第２のポート１６２は、可撓性のパウチ本体１３８
の対向する側面１３９、１４１にある。
【００２９】
　第２の減圧ルーメン１６４は、治療ユニット１１０の減圧源１１２に流体的に結合され
る。第１のバイパス導管１４０は、第１のポート１３３から第２のポート１６２へ流体を
送る。第１のバイパス導管１４０は、可撓性のパウチ本体１３８の内部空間１３６におい
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て、流体から流体的に分離されている。第２のポート１６２は、第１のバイパス導管１４
０を第２のマルチルーメン導管１６６の第２の感知ルーメン１６８に流体的に結合する。
第２の感知ルーメン１６８は、治療ユニット１１０の圧力感知ユニット１７０に流体的に
結合され得る。第２のポート１６２は、少なくとも２つの機能を果たす任意の装置とし得
る。第１に、第２のポート１６２は、第１のバイパス導管１４０を第２の感知ルーメン１
６８に流体的に結合する。第２に、第２のポート１６２は、第２の減圧ルーメン１６４を
可撓性のパウチ本体１３８の内部空間１３６に流体的に結合する。例示的な一実施形態で
は、第２のポート１６２は、装置ポートインターフェース１７２である。
【００３０】
　ここで主に図５～６を参照すると、装置ポートインターフェース１７２の例示的な実施
形態が示されている。装置ポートインターフェース１７２は、第１の側面１７６と第２の
パウチ対面側面１７８とを有する装置ポート本体１７４を含む。装置ポート本体１７４は
、第２の減圧ルーメン１６４と番えるようなサイズにされかつそのように構成された第３
の中空の取付用コネクタ１８０を含む。第３の中空の取付用コネクタ１８０は、流体入口
１８２に流体的に結合される。第３の中空の取付用コネクタ１８０は、装置ポート本体１
７４に形成される（それに結合されることを含む）。
【００３１】
　装置ポート本体１７４はまた、第２のマルチルーメン導管１６６の第２の感知ルーメン
１６８と番えるようなサイズにされかつそのように構成された第４の中空の取付用コネク
タ１８４を含む。第４の中空の取付用コネクタ１８４に第２の圧力感知用コネクタ１８６
が流体的に結合される。第２の圧力感知用コネクタ１８６は、第１のバイパス導管１４０
の第２の端部に流体的に結合される。第２の圧力感知用コネクタ１８６は、第２のパウチ
対面側面１７８の表面に実質的に平行とし、かつ導管用チャネル１８７を含み得る。
【００３２】
　装置ポートインターフェース１７２は、さらに、装置ポート本体１７４の第２のパウチ
対面側面１７８に形成されたオフセット１８８を含み、細菌濾過特性を備える１つまたは
複数の疎水性フィルタ用の濾過空間１９２を提供し得る。この実施形態では、オフセット
１８８は、濾過空間１９２を形成する壁１９０である。濾過空間１９２内にフィルタ１９
４または複数のフィルタが配置される。フィルタ１９４は、流体入口１８２に液体が入ら
ないようにする任意の材料とし得る。一実施形態では、フィルタ１９４は、疎水性フィル
タ部材、マニホールディング材、および別の疎水性フィルタ部材もしくは任意のそれらの
置換物、または流体入口１８２に液体が入らないようにする機能的な装置を含む。フィル
タ１９４または複数のフィルタは、疎水性の細菌濾過膜であり、流体および細菌が治療ユ
ニット１１０の方へ進まないようにするように配置される。例示的な非限定的な実施形態
として、濾過膜は、Ｗ．　Ｌ．　Ｇｏｒｅ　＆　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｎｅ
ｗａｒｋ、Ｄｅｌａｗａｒｅ）から入手可能なＧＯＲＥ（登録商標）ＭＭＴ３１４材とし
得る。１つまたは複数のフィルタ１９４は、キャスティレイテッド（ｃａｓｔｉｌａｔｅ
ｄ）表面特徴（明示せず）または他の表面特徴によって、装置ポートインターフェース１
７２のベース部から変位されており、このキャスティレイテッド表面特徴は、流れのため
にフィルタに開放領域をもたらすように設計されている。においを消すためのチャコール
フィルタも含まれ得る。別の例示的な実施形態では、第２の減圧ルーメン１６４に、多孔
質ポリマーのゲルブロッキングフィルタが含まれ得る。
【００３３】
　ここで主に図１～２および図７を参照して説明すると、インライン式貯蔵パウチ１０６
の可撓性のパウチ本体１３８は、第１の壁１９６と第２の壁１９８とを備えて形成される
。２つの壁１９６、１９８は結合されているか、または単一ユニットとして形成されて、
可撓性のパウチ本体１３８を形成する。可撓性のパウチ本体１３８は、壁１９６と１９８
との間に内部空間１３６が形成されている。例えば、例示的な一実施形態では、第１の壁
１９６および第２の壁１９８は、壁１９６、１９８の周辺縁部２０２において取付部品２
００によって結合される。取付部品２００は、限定されるものではないが、溶接（例えば
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、超音波溶接またはＲＦ溶接）、ボンド、接着、セメント、ステッチ、ステープル、また
は別の結合装置を含む任意の公知の技術を使用して形成され得る。
【００３４】
　第１の壁１９６および第２の壁１９８は、任意の可撓性の液不透過性材料から形成され
得る。例えば、第１の壁１９６および第２の壁１９８は、以下の１つまたは複数から形成
され得る：天然ゴム、ポリイソプレン、スチレンブタジエンゴム、クロロプレンゴム、ポ
リブタジエン、ニトリルゴム、ブチルゴム、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレ
ンジエンモノマー、クロロスルホン化ポリエチレン、多硫化ゴム、ポリウレタン（ＰＵ）
、ＥＶＡフィルム、コ－ポリエステル、シリコーン、シリコーンドレープ、３Ｍ　Ｔｅｇ
ａｄｅｒｍ（登録商標）ドレープ、またはＡｖｅｒｙ　Ｄｅｎｎｉｓｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ（Ｐａｓａｄｅｎａ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）から入手可能なものなどのポリ
ウレタン（ＰＵ）ドレープ、または他の適切な材料。インライン式貯蔵パウチ１０６のサ
イズは、典型的な治療時間で見込まれる液体量に対応するサイズとし得る。例示的な非限
定的な一実施形態では、内部空間１３６は、１８０ミリリットル超かつ５００ミリリット
ル未満の容積を有するが、多数のサイズを使用し得る。
【００３５】
　可撓性のパウチ本体１３８によって形成された内部空間１３６は、少なくともある程度
、流体貯蔵材２０４によって満たされ得る。貯蔵材２０４は、液体を含む流体を受け取り
；流体を保持し；かつ減圧を伝達できるようにする任意の材料から形成し得る。図７の例
示的な実施形態では、流体貯蔵材２０４は、吸収部材２０６、第１のウィッキング部材２
０８、および第２のウィッキング部材２１０を含む。吸収部材２０６は、液体を保持する
任意の材料とし、かつ以下の１つまたは複数を含み得る：Ｌｕｑｕａｆｌｅｅｃｅ（登録
商標）材、ＢＡＳＦ　４０２ｃ、Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔｓ（ｗｗｗ．
ｔｅｃｈａｂｓｏｒｂｅｎｔｓ．ｃｏｍ）から入手可能なＴｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａｂｓｏ
ｒｂｅｎｔｓ　２３１７、ポリアクリル酸ナトリウム超吸収材、セルロース系材料（カル
ボキシメチルセルロース、およびＣＭＣナトリウムなどの塩）、またはアルギン酸塩。第
１のウィッキング部材２０８および第２のウィッキング部材２１０は、以下の１つまたは
複数から形成され得る：ＬＩＢＥＬＴＥＸ　ｂｖｂａ（Ｂｅｌｇｉｕｍ）（ｗｗｗ．ｌｉ
ｂｅｌｔｅｘ．ｃｏｍ）からのＬｉｂｅｌｔｅｘ　ＴＤＬ２または他の不織布などの不織
ファブリック、３次元のスペーサーファブリックおよびテキスタイル（Ｂａｌｔｅｘ、Ｉ
ｌｋｅｓｔｏｎ、Ｄｅｒｂｙ、ＵＫ）などの織りのファブリック、連続気泡発泡体、また
は焼結ポリマー。ウィッキング部材２０８、２１０は、積み重ねられたまたは層状にされ
た、ウィッキング材料の複数の層から形成され得る。
【００３６】
　第１のウィッキング部材２０８および第２のウィッキング部材２１０は、少なくともそ
れらの周辺縁部２１６において互いに隣接して配置され、かつ取付部品２１４（前述の取
付部品２００と類似）を用いて結合され得る。それゆえ、ウィッキング部材２０８、２１
０は、吸収部材２０６を囲む。周辺縁部２１６は重なり部分を形成し、かつ互いに接触し
た状態で保持され、ウィッキング部材２０８と２１０との間に流体結合をもたらす。それ
ゆえ、ウィッキング部材２０８、２１０は互いに流体連通し得る。ウィッキング部材２０
８、２１０は、吸収部材２０６において流体の流れが抑制または遮断されているときに、
ウィッキング部材２０８と２１０との間でおよびウィッキング部材２０８、２１０に沿っ
て、流体が流れることができるようにする。この実施形態では、第１のバイパス導管１４
０はチューブ２１８を含むが、壁１９６（図１１）の一部分に取り付けられたウェブ部材
２１２、または内部空間１３６を通って流体を移動させるが内部空間１３６から流体的に
分離されたままである経路を提供する任意の装置ともし得る。
【００３７】
　ここで主に図２および図８を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６
が示されている。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図
７のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号を
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付すが、ここではそれ以上説明しない。この実施形態では、主な違いは、可撓性のパウチ
本体１３８が、１つまたは複数の任意選択的な流体連通ボタン２０７を備えて形成される
ことである。
【００３８】
　各流体連通ボタン２０７は、吸収部材２０６に孔２０９を作ることによって形成され得
る。第１のウィッキング部材２０８および第２のウィッキング部材２１０は、孔２０９に
接触し、および第１のウィッキング部材２０８および第２のウィッキング部材２１０は、
接触点にまたはその付近に取り付けられる。ウィッキング部材２０８、２１０は、１つま
たは複数の取付部品２１１（２１４に類似）を使用して取り付けられる。この実施形態は
、ウィッキング部材２０８、２１０が不織布のマニホールディング材から形成されるとき
の、インライン式貯蔵パウチ１０６にわたる圧力降下を最小限にするのに特に有用とし得
る。流体連通ボタン２０７は、第１のウィッキング部材２０８と第２のウィッキング部材
２１０との間の流体連通の程度を高める。
【００３９】
　ここで主に図２および図９を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６
が示されている。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図
７～８のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符
号を付すが、ここではそれ以上説明しない。主な違いは、この実施形態では、第１の複数
のオフセット２１５が形成されて、第１の壁１９６と流体貯蔵材２０４との間に配置され
ていることである。この実施形態では、第１の複数のオフセット２１５は、第１の壁１９
６と第１のウィッキング部材２０８との間に位置決めし得る。第１の複数のオフセット２
１５は第１のベース部２１７を含み得る。
【００４０】
　インライン式貯蔵パウチ１０６はまた、第２の複数のオフセット２１９を含み得る。第
２の複数のオフセット２１９は、第２の壁１９８と流体貯蔵材２０４との間に配置され得
る。この実施形態では、第２の複数のオフセット２１９は、第２のウィッキング部材２１
０と第２の壁１９８との間に位置決めされ得る。第２の複数のオフセット２１９は第２の
ベース部２２１を含み得る。オフセット２１５、２１９は、内部空間１３６に、減圧が流
れるための追加的な空間を生み出す。図９のインライン式貯蔵パウチ１０６は、下記で図
１４に関連して説明するような高蒸気移動度（ｖａｐｏｒ－ｔｒａｎｓｆｅｒ－ｒａｔｅ
）材料と共に使用し得るが、一般に、第１のベース部２１７および第２のベース部２２１
は穿孔されている。
【００４１】
　オフセット２１５、２１９は、体内での使用が承認されている任意の剛体または半剛体
材料から形成され得る。オフセット２１５、２１９は、一般に、非吸収材料から形成され
る。オフセット２１５、２１９は、例えば、高衝撃性ポリスチレンから形成され、かつ所
望の形状（例えば、シリンダー、チューブ、円錐、または他の形状）に真空成形されかつ
チャンバーまたは内部空間に対して所望通りのサイズにされ得る。オフセット２１５、２
１９はそれら各々のベース部２１７、２２１と共に可撓性であり、および減圧が、オフセ
ット間、すなわち、透過性とし得るかまたは穿孔され得るベース部２１７、２２１を通っ
て通過できる。オフセット２１５、２１９は、圧縮下で減圧を伝達するためのオープンフ
ローを容易にする。オフセット２１５、２１９は、数量およびパターンまたは形状および
サイズが変動し得るが、圧力を伝達できるようにし、かつインライン式貯蔵パウチ１０６
を可撓性のまま保持できる。例示的な一実施形態では、オフセット２１５、２１９は、少
なくとも１ｍｍの間隙をもたらす任意の形状またはサイズとし得る。
【００４２】
　ここで主に図１０を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６が示され
ている。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図７～９の
インライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号を付す
が、ここではそれ以上説明しない。主な違いは、この実施形態では、インライン式貯蔵パ
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ウチ１０６が第１の複数のオフセット２１５および第３のウィッキング部材２２３を含む
ことである。図９と同じように、第１の複数のオフセット２１５は第１の壁１９６と流体
貯蔵材２０４との間に配置されて、減圧が流れるための追加的な流動空間を生み出す。第
３のウィッキング部材２２３は、第２の壁１９８と流体貯蔵材２０４との間に配置され得
る。第３のウィッキング部材２２３は、第１のウィッキング部材２０８と同じ材料から形
成し得る。
【００４３】
　この実施形態では、第３のウィッキング部材２２３は、第２の壁１９８と第２のウィッ
キング部材２１０との間に配置され得る。第３のウィッキング部材２２３は、流体が流れ
るための追加的なマニホールディング材を提供する。他の実施形態では、第３のウィッキ
ング部材２２３に加えて、追加的なウィッキング部材が追加される。さらに、他の実施形
態では、１つまたは複数の追加的なウィッキング部材が、第１の壁１９６と吸収部材２０
６との間に追加され得る。
【００４４】
　ここで主に図１１を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６の断面を
示している。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図７～
１０のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号
を付すが、ここではそれ以上説明しない。この例示的な実施形態では、壁１９６の一部分
に取り付けられたウェブ部材２１２によって、第１のバイパス導管１４０が形成され得る
。ウェブ部材２１２は、第１の壁１９６と同じ材料から形成され得る。第１のバイパス導
管１４０は、導管マニホールド材料２１３を含む。導管マニホールド材料２１３は、第１
のバイパス導管１４０が減圧下でつぶれないようにするのに十分な任意の材料とし得る。
【００４５】
　ここで主に図１２を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６の断面を
示している。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図７～
１１のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号
を付すが、ここではそれ以上説明しない。この例示的な実施形態では、第１のバイパス導
管１４０は、第３の壁１９９を使用することによって形成され、第３の壁は、第１の壁１
９６と共に第１のバイパス導管１４０を形成する。第３の壁１９９は、第１の壁１９６と
同じ材料から形成され得る。図１１と同様に、第１のバイパス導管１４０は、少なくとも
部分的に、導管マニホールド材料２１３で満たされ得る。この実施形態によって、第１の
バイパス導管１４０を可撓性のパウチ本体１３８の幅に延在させることができる。
【００４６】
　ここで主に図１３を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６の断面を
示している。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図７～
１２のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号
を付すが、ここではそれ以上説明しない。図１３では、流体貯蔵材２０４は吸収部材２０
６を含み、この吸収部材はウィッキング部材２０８によって囲まれており、このウィッキ
ング部材は、吸収部材２０６の外面に被覆された、押し出された、または他の方法で直接
適用されたものである。
【００４７】
　ここで主に図１４を参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６の断面を
示している。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、図７～１３の
インライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号を付す
が、ここではそれ以上説明しない。図１４では、第１の壁１９６または第２の壁１９８は
、高蒸気移動度材料から形成される。高水蒸気移動度（「ＭＶＴＲ」）材料は、蒸気は放
出するが液体は放出しない任意の材料から形成され得る。「透湿度（Ｍｏｉｓｔｕｒｅ　
Ｖａｐｏｒ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｒａｔｅ）」すなわち「ＭＶＴＲ」は、所与の
期間内に材料を通過できる水分の量を表す。高水蒸気移動度材料は、一般に、３００ｇ／
ｍ２／２４時間を超える、より典型的には１０００ｇ／ｍ２／２４時間以上の透湿度を有
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する。高水蒸気移動度材料は、内部空間１３６から蒸気の放出または拡散をできるように
するが、液体の放出または拡散を行わない。
【００４８】
　高水蒸気移動度材料は、以下のうちの１つまたは複数を含み得る：親水性ポリウレタン
、セルロース系材料、親水性ポリアミド、Ｅｘｏｐａｃｋ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｏａｔ
ｉｎｇｓ（Ｗｒｅｘｈａｍ、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｋｉｎｇｄｏｍ）からのＩＮＳＰＩＲＥ（商
標）２３０１材；薄くて被覆されていないポリマードレープ；またはポリビニルアルコー
ル、ポリビニルピロリドン、親水性アクリル、親水性シリコーンエラストマー、およびこ
れらのコポリマー。ＩＮＳＰＩＲＥ（商標）２３０１の例示的なフィルムは、１４５００
～１４６００ｇ／ｍ２／２４時間のＭＶＴＲ（インバーテッドカップ（ｉｎｖｅｒｔｅｄ
　ｃｕｐ）技術）を有する。ｗｗｗ．ｅｘｏｐａｃｋａｄｖａｎｃｅｄｃｏａｔｉｎｇｓ
．ｃｏｍを参照のこと。高水蒸気移動度材料は、様々な厚さ、例えば１０～４０ミクロン
（μｍ）、例えば、１５、２０、２５、３０、３５、４０ミクロン（述べた範囲の全数量
を含む）を有し得る。
【００４９】
　インライン式貯蔵パウチ１０６は、内部空間１３６を備える可撓性のパウチ本体１３８
を有する。図１１に示すように、内部空間１３６は、少なくとも部分的に貯蔵材２０４で
満たされ、この貯蔵材は、第１のウィッキング部材２０８、吸収部材２０６、および第２
のウィッキング部材２１０を備えて形成され得る。ウィッキング部材２０８、２１０は、
それらの周辺縁部２１６において、取付部品２１４（取付部品２００に類似）によって結
合され得る。
【００５０】
　図１４のインライン式貯蔵パウチ１０６は、動物の表皮１１４にある状態で示す。表皮
１１４とインライン式貯蔵パウチ１０６との間に、毛２２０によってある程度の間隙がも
たらされ得る。動物の表皮１１４からの水分が、高水蒸気移動度材料で形成される第２の
壁１９８を通って内部空間１３６に浸入し得る。浸入は、水分が不均衡であるゆえに起こ
る。水分は、第２のウィッキング部材２１０に入る。さらに、水分は、同様に高水蒸気移
動度材料を含み得る第１の壁１９６を通って内部空間１３６から退出し得る。退出は、内
部空間１３６と高水蒸気移動度材料の外側の外気との間の水分量不均衡に起因して起こる
。別の実施形態では、第３のウィッキング部材を第２の壁１９８の外面に追加して、水分
を動物の表皮１１４から離れる方向に吸い上げるようにし得る。
【００５１】
　例示的な一実施形態による処置時、創傷ドレッシング１０８は組織部位１０２に適用さ
れる。インライン式貯蔵パウチ１０６は、適用に応じて、動物１０４上のまたは動物１０
４の近くの所望の位置に位置決めする。動物１０４上に適用する場合、インライン式貯蔵
パウチ１０６は、動物１０４にひもで結び付けられ得るか、軽くたたかれ得るか、または
他の方法で固定され得る。インライン式貯蔵パウチ１０６は創傷ドレッシング１０８に流
体的に結合されて、減圧を創傷ドレッシング１０８にもたらし、かつ組織部位１０２から
創傷部位の圧力を受ける。治療ユニット１１０はまた、動物１０４上にまたはその付近に
位置決めされ得る。治療ユニット１１０は、インライン式貯蔵パウチ１０６に流体的に結
合される。治療ユニット１１０は、減圧をインライン式貯蔵パウチ１０６にもたらし、か
つ創傷部位の圧力を受けて、組織部位１０２における圧力を判断する。以下さらに説明す
るように、治療ユニット１１０は、治療を制御し、詰りを全て分析し、および警告をもた
らす。
【００５２】
　処置を継続すると、流体は動物１０４からインライン式貯蔵パウチ１０６へ引き入れら
れる。流体は第１のポート１３３に入り、かつ第２のポート１６２の方へ引き寄せられる
。流体が引き寄せられるにつれ、流体は内部空間１３６全体にわたって、特に流体貯蔵材
２０４において分配される。インライン式貯蔵パウチ１０６内に液体がたまるため、ガス
－一般に空気－が、内部空間１３６を通って移動し続けるかまたは多岐に分岐し続ける。
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ガスは、内部空間１３６を通って、含まれている場合には、主にウィッキング部材２０８
、２１０を通って、または第３のウィッキング部材２２３によって生み出されたまたはオ
フセット２１５、２１９によって生み出された空間を通って、移動し得る。インライン式
貯蔵パウチ１０６が少なくとも部分的に満たされると、液体は第２のポート１６２に到達
して、流れは終わる。別の例示的な実施形態では、内部空間１３６にはバッフルまたは内
壁が追加されて、流体の流れが、ポート１３３と１６２との間で曲がりくねった経路をと
るようにし得る。
【００５３】
　ここで主に図１５～１７Ｂを参照すると、別の例示的なインライン式貯蔵パウチ１０６
が示されている。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および図
７～１４のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には
符号を付すが、ここではそれ以上説明しない。さらに、参照するが明示はしない構成要素
は、先に説明したものに類似している。この例示的な実施形態では、可撓性のパウチ本体
１３８は、第１の減圧表示部２２２を有する第１のポート１３３と、第２の減圧表示部２
２４を有する第２のポート１６２とを含む。ポート１３３、１６２は、可撓性のパウチ本
体１３８の同じ側面にあるとして示すが、ポート１３３、１６２の一方または両方が、本
明細書の他の図面で示すように、対向する側面に配置されてもよいことを理解されたい。
【００５４】
　第１の減圧表示部２２２は、第１のポート１３３に近接してまたは第１のポート１３３
の一態様として、可撓性のパウチ本体１３８の内部空間１３６に流体的に結合され得る。
図１６に示すように、第１の減圧表示部２２２は、患者ポートインターフェース１３４の
一態様として含まれ得る。第１の減圧表示部２２２は、第１の閾値を上回る減圧を第１の
減圧表示部２２２が受けているか否かの可視指示をもたらす。
【００５５】
　同様に、第２の減圧表示部２２４は、第２のポート１６２に近接しておよび装置ポート
インターフェース１７２の一部として、可撓性のパウチ本体１３８の内部空間１３６に流
体的に結合され得る。第２の減圧表示部２２４は、第２の閾値を上回る減圧を第２のポー
ト１６２が受けているか否かの可視指示をもたらし、第２の閾値は、第１の閾値と同じと
し得る。
【００５６】
　ここで主に図１６～１７を参照して減圧表示部２２２、２２４を説明する。減圧表示部
２２２、２２４は互いに類似している。減圧表示部２２２、２２４はそれぞれ、可動部材
２２６を備えて形成されてもよく、可動部材は、減圧が閾値圧力（Ｐｔ）を超えると動く
ように適合されている。減圧表示部２２２、２２４は、可動部材２２６に関連付けられた
可視的表示器２２８を含む。一実施形態では、可視的表示器２２８は、圧力に関する変化
状態を知らせるディスク状部材２３２（またはボタン）、または任意の形状の部材などの
表示部材２３０または部分である。
【００５７】
　可動部材２２６は、第１の端部２３６と第２の端部２３８とを有する、つぶれ可能な壁
２３４とし得る。第１の端部２３６は表示部材２３０に結合され得る。第２の端部２３８
はベース部２４０に結合され得る。つぶれ可能な壁２３４および表示部材２３０は、ベー
ス部２４０によって圧力容器を形成する。つぶれ可能な壁２３４は、凸状の内部表面を有
し、かつ閾値圧力でつぶれるのを支援するために、バッフルまたは他の形体を含み得る。
【００５８】
　内部空間１３６に送られる減圧が閾値圧力（Ｐｔ）を超えるとき、つぶれ可能な壁２３
４はつぶれ（単独でまたはベース部２４０の動きと共に）、かつ可視的表示器２２８が、
図１７Ａおよび図１７Ｂにそれぞれ示すような第１の位置、例えば拡張位置から、第２の
位置、例えば収縮位置に行くようにする。減圧表示部のつぶれ可能な壁２３４は、閾値減
圧（Ｐｔ）に達すると、表示部材２３０をベース部２４０と実質的に同一平面となるよう
にまたはベース部に対してつぶすまたは動かすようなサイズにされかつそのような形状に
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され得る。閾値減圧（Ｐｔ）超に圧力が上昇すると（絶対圧に関して）、つぶれ可能な壁
２３４は拡張位置に戻る。換言すると、適切な減圧がある限り、減圧が減圧表示部をつぶ
れさせる。
【００５９】
　つぶれ可能な壁２３４の厚さ、壁材の剛性、および壁の幾何学的形状は、つぶれ可能な
壁２３４がつぶれる圧力に影響を与える変数である。ベース部２４０の剛性も要因とし得
る。つぶれ可能な壁２３４の壁の厚さは、有限要素解析を使用して決定され得るが、閾値
圧力（Ｐｔ）での移動を達成するためには、壁の厚さを経験的に決定することを必要とし
得る。一部の実施形態では、つぶれ可能な壁２３４は、閾値圧力（Ｐｔ）を越えると突然
座屈することによって、つぶれ可能な壁２３４がつぶれ、２進法表示を提供するように、
設計され得る。減圧表示部２２２、２２４は、患者ポートインターフェース１３４または
装置ポートインターフェース１７２の他の態様と共にベース部２４０上に形成され得る。
【００６０】
　減圧表示部２２２、２２４、インターフェース１３４、１７２、およびベース部２４０
は、医療グレードの軟質ポリマーまたは他の柔軟な材料、例えば以下のうちの１つまたは
複数：ポリウレタン、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、フルオロシリコーン、
エチレン－プロピレン、ＤＥＨＰフリーＰＶＣ、または他の材料から形成され得る。構成
要素は、鋳造されてもまたは押し出されてもよく、および一体のユニットとして形成され
得る。
【００６１】
　処置時、圧力感知ユニット１７０が、組織部位１０２が減圧ではないことを示す場合、
使用者は、減圧表示部２２２、２２４を使用して状況を分析し得る。第１の減圧表示部２
２２において圧力を受けている、すなわち、表示部材２３０が、つぶれ可能な壁２３４が
依然としてつぶれていると示す場合、問題は組織部位１０２とインライン式貯蔵パウチ１
０６との間に存在する。第１の減圧表示部２２２が不適切な圧力を示す、すなわち、表示
部材２３０が、つぶれ可能な壁２３４がもはやつぶれていないと示す場合、および第２の
減圧表示部２２４が適切な圧力を示す、すなわち、表示部材２３０が、つぶれ可能な壁２
３４が依然としてつぶれていると示す場合、問題はインライン式貯蔵パウチ１０６内に存
在する。第２の減圧表示部２２４が不適切な圧力を示す、すなわち、表示部材２３０が、
つぶれ可能な壁２３４がもはやつぶれていないと示す場合、フィルタ１９４が閉塞されて
いるという問題が存在するか、またはインライン式貯蔵パウチ１０６と減圧源１１２との
間のどこかに問題が存在するかのいずれかである。
【００６２】
　ここで主に図１８を参照すると、インライン式貯蔵パウチ１０６の別の例示的な実施形
態が示されている。インライン式貯蔵パウチ１０６は、多くの点で、図１、図２、および
図７～１４のインライン式貯蔵パウチ１０６に類似しており、従って、いくつかの部分に
は符号を付すが、ここではそれ以上説明しない。さらに、参照はするが明示はしない構成
要素は、先に述べたものと類似している。図１８の例示的な実施形態は、可撓性のパウチ
本体１３８の内部空間１３６に流体的に配置されかつそれとは流体的に分離される第２の
バイパス導管２４２を含む。第２のバイパス導管２４２は、第１の端部２４４および第２
の端部２４６を有する。第２のバイパス導管２４２の第１の端部２４４は、第１の圧力感
知パッド２４８において第１のポート１３３に近接して可撓性のパウチ本体１３８の内部
空間１３６に流体的に結合され得る。第２の減圧ルーメン１６４および第２の感知ルーメ
ン１６８に加えて、第２のマルチルーメン導管１６６はまた、第１のパウチ圧力感知導管
２５０を含む。第２のバイパス導管２４２の第２の端部２４６は、第１のパウチ圧力感知
導管２５０に流体的に結合され得る。第１のポート１３３は、可撓性のパウチ本体１３８
の第２の動物対面側面に配置され、かつ第２のポート１６２は第１の側面１３９に配置さ
れ得る。別の例示的な実施形態では、ポート１３３、１６２は、同じ側面にあってもよい
し、または上述したものとは逆の側面にあってもよい。
【００６３】
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　引き続き図１８を参照し、および図２を少しだけ参照すると、圧力感知ユニット１７０
は、第１のパウチ圧力感知導管２５０とは別に、第２の感知ルーメン１６８に流体的に結
合され得る。それゆえ、マイクロプロセッサ２５３も含み得る治療ユニット１１０は、組
織部位１０２におけるおよびまた第１のポート１３３に近接した可撓性のパウチ本体１３
８の内部空間１３６の圧力を判断することができる。治療ユニット１１０は、（第１の圧
力感知パッド２４８において）第１のポート１３３に近接した圧力を積極的に確認し得る
、すなわち組織部位１０２において不適切な、すなわち閾値を下回る圧力があると判断さ
れる場合。適切な圧力が第１の圧力感知パッド２４８には存在するが組織部位１０２には
存在しない場合、治療ユニット１１０は、インライン式貯蔵パウチ１０６と組織部位１０
２との間に詰りがあるという警告をもたらし得る。不適切な圧力が第１の圧力感知パッド
２４８に存在する場合、治療ユニット１１０は、インライン式貯蔵パウチ１０６が満杯で
あるかまたはインライン式貯蔵パウチ１０６と減圧源１１２との間に詰りが存在するとい
う信号を発し得る。
【００６４】
　ここで主に図１９を参照すると、および図２を少しだけ参照すると、インライン式貯蔵
パウチ１０６の別の例示的な実施形態が示されている。インライン式貯蔵パウチ１０６は
、多くの点で、図１、図２、図７～１４、および図１８のインライン式貯蔵パウチ１０６
に類似しており、従って、いくつかの部分には符号を付すが、ここではそれ以上説明しな
い。さらに、参照はするが明示はしない構成要素は、先に述べたものと類似している。
【００６５】
　この実施形態では、第２の圧力感知パッド２５２は、第２のポート１６２に近接して結
合されている。第２の圧力感知パッド２５２は濾材（明示せず）を含み、濾材は、液体で
飽和すると閉塞される。第２の圧力感知パッド２５２は、第２のポート１６２に隣接して
可撓性のパウチ本体１３８の内部空間１３６に流体的に結合され得る。前述同様に、第２
のマルチルーメン導管１６６は、さらに、治療ユニット１１０の圧力感知ユニット１７０
に流体的に結合された第１のパウチ圧力感知導管２５０を含む。治療ユニット１１０が第
２の圧力感知パッド２５２の閉塞を検出すると、治療ユニット１１０は、インライン式貯
蔵パウチ１０６が満杯であると信号を発し得る。
【００６６】
　ここで主に図２０を参照すると、および図２を少しだけ参照すると、インライン式貯蔵
パウチ１０６の別の例示的な実施形態が示されている。インライン式貯蔵パウチ１０６は
、多くの点で、図１、図２、図７～１４、および図１８～１９のインライン式貯蔵パウチ
１０６に類似しており、従って、いくつかの部分には符号を付すが、ここではそれ以上説
明しない。さらに、参照はするが明示はしない構成要素は、先に述べたものと類似してい
る。
【００６７】
　この実施形態では、インライン式貯蔵パウチ１０６は、図１８にあるように、第１のポ
ート１３３に近接して可撓性のパウチ本体１３８の内部空間１３６に流体的に結合された
第２のバイパス導管２４２を含む。第２のバイパス導管２４２はまた、第１のパウチ圧力
感知導管２５０に流体的に結合され得る。インライン式貯蔵パウチ１０６はまた、図１９
のように、第２のポート１６２および第２のパウチ圧力感知導管２５４に近接して可撓性
のパウチ本体１３８の内部空間１３６に流体的に結合された第２の圧力感知パッド２５２
を含む。第２のパウチ圧力感知導管２５４は、第２の圧力感知パッド２５２および治療ユ
ニット１１０に流体的に結合され得る。
【００６８】
　図２０に示すシステム１００の部分は、治療ユニット１１０を含む。治療ユニット１１
０は、減圧源１１２および圧力感知ユニット１７０を含む。圧力感知ユニット１７０は、
第１の圧力感知装置２５８、第２の圧力感知装置２６０、および第３の圧力感知装置２６
２を含む。第１の圧力感知装置２５８は、減圧インターフェース１２２の圧力評価導管１
２８に流体的に結合され、創傷部位の圧力、すなわち、組織部位１０２における圧力を判
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断する。第２の圧力感知装置２６０は、第１の圧力感知パッド２４８に流体的に結合され
、第１のポート１３３に近接した圧力を判断し得る。第３の圧力感知装置２６２は、第２
の圧力感知パッド２５２に流体的に結合され、第２のポート１６２の圧力を判断し得る。
【００６９】
　より詳細には、第１の圧力感知装置２５８は、第２のマルチルーメン導管１６６の第２
の感知ルーメン１６８に流体的に結合される。第２の感知ルーメン１６８はまた、第１の
バイパス導管１４０および第１のマルチルーメン導管１２４の感知ルーメン１３２に流体
的に結合され得る。感知ルーメン１３２は、圧力評価導管１２８に流体的に結合され得る
。第２の圧力感知装置２６０は、第１のパウチ圧力感知導管２５０に流体的に結合され得
る。第１のパウチ圧力感知導管２５０は、第２のバイパス導管２４２に流体的に結合され
得る。第２のバイパス導管２４２は、第１のポート１３３に近接して第１の圧力感知パッ
ド２４８に流体的に結合され得る。第３の圧力感知装置２６２は、第２のパウチ圧力感知
導管２５４に流体的に結合され得る。第２のパウチ圧力感知導管２５４は、第２の圧力感
知パッド２５２に流体的に結合され得る。
【００７０】
　図２０に示すシステム１００の部分の場合、治療ユニット１１０は、詰りの位置を正確
に示し得る（または少なくとも領域を提供し得る）か、またはインライン式貯蔵パウチ１
０６が満杯であることを示し得る。ここで主に図２１を参照すると、図２０のシステムの
動作の考えられる１つの論理の流れが示されている。プロセスは、ステップ２６４で始ま
り、第１の質問ボックス２６６では、組織部位１０２において所望の圧力が実現されてい
るか否かを尋ねる。マイクロプロセッサ２５３が、第１の圧力感知装置２５８によって判
断された圧力を、選択された圧力閾値と比較することによって、これを判断し得る。質問
に対し肯定である場合、プロセスは、続けて、経路２６８に沿って戻る。否定の場合、マ
イクロプロセッサ２５３は、ステップ２７０において減圧源１１２を起動して減圧をもた
らす。任意選択的に、ステップ２７０の後のステップに移るまで一定の時間を必要として
もよく、質問ボックス２６６が再検討されてもよい。
【００７１】
　不適切な圧力が存在する場合、質問ボックス２７２に到達し、第２の圧力感知パッド２
５２によって、第２のポート１６２における圧力を確認することを求める。マイクロプロ
セッサ２５３は、第３の圧力感知装置２６２から圧力を受信する。第２のポート１６２に
おいて閾値減圧を上回る減圧（すなわち、絶対圧に関してより減圧されている）がない場
合、ステップ２７４において、減圧源１１２とインライン式貯蔵パウチ１０６との間に詰
りが存在するというフラグがあがる。適切な圧力が第２のポート１６２にある場合、問題
は、どこか他の場所にあるはずであり、プロセスは質問ボックス２７６に続く。質問ボッ
クス２７６は、第１のポート１３３の圧力に関して尋ねる。マイクロプロセッサ２５３は
、第２の圧力感知装置２６０から圧力を受信する。圧力が不適切である場合、パウチが満
杯であるかまたは詰まっているという警告を発するステップ２７８に達する。
【００７２】
　圧力が、第１のポート１３３には存在するが、組織部位１０２には存在しない（これは
質問ボックス２８０の質問である）場合、ステップ２８２において、インライン式貯蔵パ
ウチ１０６と創傷ドレッシング１０８との間に詰りが存在するという警告を発する。圧力
が組織部位１０２に存在するが、それが適切ではない場合、経路２８４によって示すよう
な別の一連の分析が行われ得る。サイクルでの回数を制限するためにカウンターまたはク
ロノグラフが含まれ得る。それゆえ、最大カウントまたは最大期間後に、エラーフラグが
もたらされ得る。ここで組織部位１０２において適切な圧力が実現される場合、質問ボッ
クス２８６への答えは正となり、プロセスは質問ボックス２８６から質問ボックス２６６
へと続く。これは、例示的な一プロセスであり、多くの他のプロセスを使用してもよい。
当業者は、ハードウェアまたはソフトウェアに機能性を実装するための様々な方法を理解
する。さらに、このプロセスの部分は、別々に使用され得る。
【００７３】
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　ここで主に図２２～２７を参照すると、インライン式貯蔵パウチ３００の別の例示的な
実施形態が示されている。インライン式貯蔵パウチ３００は、多くの点で、前図のインラ
イン式貯蔵パウチ１０６に類似している。インライン式貯蔵パウチ３００は、パウチコネ
クタ３０２を含む。インライン式貯蔵パウチ３００は、システム、例えば、図１のシステ
ム１００の一部として、動物の組織部位を治療するために使用し得る。
【００７４】
　インライン式貯蔵パウチ３００は可撓性のパウチ本体３０４を含む。可撓性のパウチ本
体３０４は、第１の壁３０６、第２の壁３０８、および仕切り壁３１０を備えて形成され
る。壁３０６および３０８は、仕切り壁３１０によって仕切られた内部空間を形成し、第
１のチャンバー３１２および第２のチャンバー３１４を形成する。壁は、任意の液不透過
性で可撓性の材料、例えば、ポリウレタン、または壁１９６に対して既に述べた材料のう
ちのいずれかから形成し得る。可撓性のパウチ本体３０４は、近位端部３１６および遠位
端部３１８を有する。近位端部３１６と遠位端部３１８との間に長手方向軸が全体的に延
びる。
【００７５】
　第１のマニホールディング材３２０は第１のチャンバー３１２内に配置される。第１の
マニホールディング材３２０は、導管マニホールド材料２１３と同じ材料、例えば、ＢＡ
ＳＦ　Ｌｕｑｕａｆｌｅｅｃｅ　４０２Ｃまたは類似材料から形成され得る。
【００７６】
　流体貯蔵材３２１が第２のチャンバー３１４内に配置される。流体貯蔵材３２１は、ウ
ィッキング材料３２２によって囲まれ得る。ウィッキング材料３２２は、ウィッキング材
料２０８に関して述べた材料、例えば、Ｌｉｂｅｌｔｅｘ　ＴＤＬ２　８０ｇｓｍまたは
類似材料の１つまたは複数とし得る。ウィッキング材料３２２は２つの別個の材料部片と
し、それらの周辺縁部３２４において溶接または他の方法で結合されて、流体貯蔵材３２
１を含む「ティーバッグ」のような構成を形成し得る。ウィッキング材料３２２は、１つ
または複数の孔、例えば孔３２３を含み、パウチコネクタ３０２の一部分がそれらを通っ
て延在するのを容易にし得る。
【００７７】
　第２のマニホールディング材３２６はまた、第２のチャンバー３１４内に配置される。
第２のマニホールディング材３２６は、第１のマニホールディング材３２０と同じとし得
るが、別の実施形態では、オフセット３３０を有するプラスチック層３２８として示す。
オフセット３３０は、プラスチック層のベース部から０．２５～０．５ミルの範囲とし得
る。オフセット３３０は、オフセットを備えるプラスチック層３２８を射出成形すること
によって、または真空成形することによって、形成し得る。オフセット３３０は、図示の
ようなリッジ、ペグ、または任意のスペーサとし得る。第２のマニホールディング材３２
６は、滲出液収集領域（チャンバー）を確実に開放したままにするように機能する。オフ
セット３３０は、オフセット２１５、２１９と同じであってもまたはそれに類似していて
もよい。
【００７８】
　パウチコネクタ３０２は、近位端部３１６に近接して可撓性のパウチ本体３０４に結合
されるが、他の場所に配置することもできる。パウチコネクタ３０２は、動物からの流体
を受け取り、その流体を第２のチャンバー３１４に送る。パウチコネクタ３０２はまた、
減圧源から受け取った減圧を第１のチャンバー３１２へ流体的に結合する。
【００７９】
　パウチコネクタ３０２は、滲出液チャンバー３３４を備えて形成されたコネクタ本体３
３２を含む。滲出液チャンバー３３４は、動物からの流体を受け入れる吸込ポート３３６
と、動物からの流体を排出する出口３３８とを有する。吸込ポート３３６は、第１の導管
３３９を結合する第１のチューブコネクタ３３７を含み得る。第１のチューブコネクタ３
３７はチューブ固定具３７２を含み得る。第１の導管３３９は、第１の減圧ルーメン３４
１および第１の圧力感知ルーメン３４３を有するマルチルーメン導管とし得る。ディスプ
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レイスメント導管３４０は、出口ポート３３８および第２のチャンバー３１４に流体的に
結合され、流体を滲出液チャンバー３３４から第２のチャンバー３１４へ送る。ディスプ
レイスメント導管３４０は、チューブまたは開放した中空オフセットなどとし得る。
【００８０】
　コネクタ本体３３２はまた、減圧チャンバー３４２を備えて形成され得る。滲出液チャ
ンバー３３４および減圧チャンバー３４２は、パウチコネクタ３０２内で、コネクタ本体
３３２の一部分によって互いに流体的に分離されている。減圧チャンバー３４２は、第１
のチャンバー３１２からの流体を受け入れる吸込ポート３４４と、流体を排出する出口ポ
ート３４６とを含む。減圧チャンバー３４２の出口ポート３４６は、減圧源からの減圧を
受けるためのものである。出口ポート３４６は、第２の導管３５０に結合するチューブコ
ネクタ３４８を含んでもよく、この第２の導管は、減圧ユニットまたは減圧源、例えば図
２の治療ユニット１１０に流体的に結合されている。第２の導管３５０は、最終的には第
１のチャンバーに減圧を送る減圧ルーメンと、最終的には第１の減圧感知ルーメンからパ
ウチコネクタ３０２を経由して減圧を受け取る第２の圧力感知ルーメンとを有するマルチ
ルーメン導管とし得る。
【００８１】
　コネクタ本体３３２はまた、減圧チャンバー３４２の吸込ポート３４４に近接して、コ
ネクタ本体３３２上に複数のオフセット３５２を含み得る。オフセット３５２は、０．５
ミル～数ミルの範囲とし得る。オフセット３５２は、第１のチャンバー３１２の吸込ポー
ト３４４に近接して流体の流れを確実にする機能を果たす。
【００８２】
　滲出液チャンバー３３４の吸込ポート３３６は、減圧チャンバー３４２の出口ポート３
４６に実質的に平行とし得る。可撓性のパウチ本体３０４は、滲出液チャンバー３３４の
吸込ポート３３６の軸に実質的に平行としかつディスプレイスメント導管３４０の軸に垂
直とし得る長手方向軸（図２２の切断線２３－２３に実質的に平行）を有する。
【００８３】
　可撓性のパウチ本体３０４の仕切り壁３１０は、パウチコネクタ３０２の一部分、例え
ばディスプレイスメント導管３４０を、第２のチャンバー３１４に受け入れるための滲出
液孔３５４を備えて形成される。仕切り壁３１０はディスプレイスメント導管３４０に結
合されて流体シールを形成し、その箇所で、流体が、第２のチャンバーから第１のチャン
バー３１２に入らないようにし得る。結合は、任意の結合技術、例えば、グルー、エポキ
シ、ＵＶグルー、溶接、ボンド、または他の技術を使用して形成し得る。
【００８４】
　第１のマニホールド材料３２０の近位端部３１６に第１のコネクタ孔３５５が形成され
得る。滲出液孔３５４は、仕切り壁３１０の近位端部に形成され、かつ滲出液孔３５４と
整列するようなサイズにされかつそのように構成される。他方で、仕切り壁３１０の遠位
端部に、戻し孔３５６が形成され、第２のチャンバー３１４から第１のチャンバー３１２
への流体の流れを可能にする。別の言い方をすれば、減圧は、第１のチャンバー３１２か
ら戻し孔３５６を通って第２のチャンバー３１４に流れ得る。主フィルタ３５８、例えば
疎水性フィルタが、戻し孔３５６を被覆して、液体が第１のチャンバー３１２に入らない
ようにする。戻し孔３５６の流体流路を被覆する副フィルタ３６０も含まれ得る。マニホ
ールディング材３６２の部片を使用して、主フィルタ３５８と副フィルタ３６０を分け得
る。ポリウレタンのエプロン３６４または他の材料を使用して、副フィルタ３６０および
マニホールディング材３６２を仕切り壁３１０の第１の側面に固定し得る。チャコールフ
ィルタまたは他の臭気フィルタも追加し得る。
【００８５】
　第１の壁３０６に第２のコネクタ孔３６６が形成されて、パウチコネクタ３０２の一部
分が第２のコネクタ孔３６６を通って延在できるようにし得る。第２のコネクタ孔３６６
は、第１の壁３０６の一部分をパウチコネクタ３０２のベース部分３６８に結合するのを
容易にし得る。
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　図２４に最もよく示すように、流体貯蔵材３２１は、１つまたは複数の孔３７０を有し
得る。孔３７０は、近位端部と遠位端部との間の位置で、仕切り壁３１０の一部分を第２
の壁３１４に結合するのを容易にする。明示しないが、ウィッキング材料３２２の孔は、
孔３７０と整列するように形成し得る。
【００８７】
　主に図２２および図２６を参照して説明すると、第１の導管３３９の圧力感知ルーメン
３４３は、第１の端部３４７における圧力感知チャネル３４５に流体的に結合され得る。
圧力感知チャネル３４５は、パウチコネクタ３０２のコネクタ本体３３２に形成される。
圧力感知チャネル３４５は、パウチコネクタ３０２を通って流体を連通できるようにする
。圧力感知チャネル３４５の第２の端部３４９は、減圧ユニット、例えば図２の治療ユニ
ット１１０に流体的に結合された第２の導管３５０の圧力感知ルーメン（明示せず）に流
体的に結合され、それにより、動物の組織部位の圧力を監視する。
【００８８】
　いくつかの例示的な非限定的な実施形態を説明したが、添付の特許請求の範囲から逸脱
せずに、様々な変更、代替、置換、および修正をなし得ることを理解されたい。いずれか
一つの実施形態に関連して説明された任意の特徴はまた、任意の他の実施形態にも適用可
能であり得ることを理解されたい。例えば、一実施形態に示すバイパス導管、例えば、図
７の１４０は、図１１において使用し得る、またはその逆である。
【００８９】
　上述の利益および利点は、一実施形態に関連し得ること、またはいくつかの実施形態に
関連し得ることを理解されたい。「１つの（ａｎ）」品目への言及は、１つまたは複数の
それら品目を指すことをさらに理解されたい。
【００９０】
　本明細書で説明した方法のステップは、任意の好適な順序で、または適切な場合には同
時に実施し得る。
【００９１】
　適切な場合には、上述の実施形態のいずれかの特徴を、説明の任意の他の実施形態の特
徴と組み合わせて、類似のまたは異なる特性を有しかつ同じまたは異なる問題に対処する
別の例を形成する。
【００９２】
　好ましい実施形態の上述の説明は例示にすぎず、当業者は様々な修正をなし得ることを
理解されたい。上述の明細書、例およびデータは、本発明の例示的な実施形態の構造およ
び使用の完全な説明を提供する。本発明の様々な実施形態を、ある程度詳細に、または１
つまたは複数の個々の実施形態を参照して上記で説明したが、当業者は、特許請求の範囲
から逸脱せずに、開示の実施形態に多数の修正をなすことができる。



(23) JP 6430548 B2 2018.11.28

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(24) JP 6430548 B2 2018.11.28

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】



(25) JP 6430548 B2 2018.11.28

【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】



(26) JP 6430548 B2 2018.11.28

【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】



(27) JP 6430548 B2 2018.11.28

【図２４】 【図２５】

【図２６】

【図２７】



(28) JP 6430548 B2 2018.11.28

10

フロントページの続き

(72)発明者  ライダー，エリオット，ジェイムズ
            イギリス　ミドルズブラ　ティーエス５　７イーイー，アックラム，フェーングローヴ　７
(72)発明者  プラット，ベンジャミン，エイ．
            イギリス　ドーセット州　ビーエイチ１５　３ピーユー，プール，ウィニフレッドロード　１

    審査官  田中　玲子

(56)参考文献  特表２０００－５００９９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１０－５１７６８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１１－５１７５８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０８０１３７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｍ　　２７／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

